
中

世

公

家

の
孟

蘭

盆

習

俗

を

め

ぐ

っ
て

(
そ
の
二
)

ー

中
世

公
家

・
武
家
社
会

の
孟
蘭
盆
習
俗

の
諸
相
を
中
心

に
ー

奥

野

義

雄

は
じ
め

に

第

一
章

古
代
貴
族
層
の
孟
蘭
盆
習
俗

中
世
公
家

・
武
家
の
孟
蘭
盆
習
俗
は
、
端
的
に
祖
先
祭
祀
を
表
現
す
る
も
の
で

あ
る
。
す
で
に
、
公
家

・
武
家
の
孟
蘭
盆
習
俗
に
み
る
燈
籠
進
供
に
つ
い
て
触
れ

た
が
、
そ
こ
で
は
、
中
世
孟
蘭
盆
の
習
俗
と
は
、
古
代
の
孟
蘭
盆
習
俗
と
は
違

っ

て
新
し
い
習
俗
が
付
加
さ
れ
た
も

の
で
あ

る
こ
と
を
大
雑
把
に
提
示
し
た
の
み
で

あ
り
、
も
う
少
し
詳
し
く
中
世
公
家

・
武
家
の
社
会
に
お
け
る
孟
蘭
盆
習
俗
を
検

討
し
、
ど
の
時
期
に
ど

の
よ
う
な
習
俗
が
付
け
加
え
ら
れ
て
き
た
か
を
究
明
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
中
世
以
降
の
孟
蘭
盆
習
俗
と
ど
の
よ
う
に
か
か
わ

っ
て
い
く
の

か
を
考
え
て
い
く
手
掛
り
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
想
定
し
得

る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
中
世
の
孟
蘭
盆
習
俗
を
軸
に
古
代
の
孟
蘭
盆
習
俗
と
対

比
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
世
の
孟
蘭
盆
習
俗
の
存
在
形
態
が
明
確
に
し
得
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
視
点
で
中
世
公
家

・
武
家

の
孟
蘭
盆
習
俗
に
つ
い
て
、
小
稿
で
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

古
代
、
奈
良

・
平
安
時
代
の
貴
族
層
の
孟
蘭
盆
習
俗
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
燈

　

　　
　

籠
進
供
を
中
心
に
行
論
し
た
折
に
若
干
触
れ
て
お
い
た
の
で
、
あ
ら
た
め
て
こ
こ

で
述
べ
る
こ
と
も
な
い
が
、
触
れ
て
お
か
な
か
っ
た
時
期
及
び
習
俗
内
容
な
ど
を

主
に
貴
族
の
日
記

・
記
録
か
ら
繕
く
こ
と
に
し
た

い
。

す
で
に
周
知
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
孟
蘭
盆
習
俗
の
初
見
は
、
斉
明
天
皇
三

(六
五
七
)
年
七
月
十
五
日
の
条
に
み
え
る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

辛
丑
。
作
須
彌
山
像
於
飛
鳥
寺
西
。
且
設
孟
蘭
盆
。

　

　

　

　

　

暮
饗
親
貨
遷
人
。

　

　　
　

と
い
う
文
言
が
そ
れ
で
あ
る
が

(傍
点
ー
奥
野
、
以
下
同
様
に
て
略
す
)、
飛
鳥

寺
の
西
方
に
須
弥
山
像
を
造
り
、
孟
蘭
盆
が
営
ま
れ
た
こ
と
を
知
る
の
み
で
、
ど

の
よ
う
な
孟
蘭
盆
習
俗
で
あ

っ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
た
だ
、
「都
貨
遷
人
」

に
よ

っ
て
暮
に
饗
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
が
、
こ
の
習
俗
の
実
態
も
明
確
で
は
な
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い
。
同
様
に

『伊
呂
波
宇
類
抄
』
の

「孟
蘭
盆
會

の
条
に

　

　

　

　

日
本
紀
伝
、
延
暦
十
八
年
己
卯
七
月
十
四
日
始
修
之
、
或
書
云
、
孟
蘭
盆
事
、

　

　

　

　

　

　

聖
武
天
皇
御
宇
天
平
五
年
癸
酉
七
月
、
始
供
於
大
膳
職
、

と
あ
り
、
さ
き
に
繕
い
た
斉
明
天
皇
三

(六
五
七
)
年
か
ら
す
る
と
、
延
歴
十
八

(七
九
九
)
ま
た
は
天
平
五

(七
三
三
)
年

に
孟
蘭
盆
が
国
家
的
規
模
で
営
ま
れ

た
な
ら
ば
約
半
世
紀
後
に
定
着
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
い
ず
れ
が
史
実
で
あ
る
の

か
は
早
断
し
が
た
い
。
た
だ
、
斉
明
朝
か
ら
す
る
と
約
年
二
五
〇
年
以
上
も
下
る

が
、
『延
喜
式
』
に
孟
蘭
盆
に
関
す
る
記
載
が
散
見
し
、
「七
月
十
四
日
、
大
膳
職

　

　
ヨ
　

備
孟
蘭
盆
供
養
所
、
立
五
丈
紺
幌

一
宇
、
懸
慢
」
と
あ
る
文
言
と
、

『伊
呂
波
宇

類
抄
』
の

「或
書
云
、
孟
蘭
盆
事
」
云
々
に
み
え
る

「大
膳
職
」
に
お
い
て
営
ま

れ
た
と
す
る
記
載
は
史
実
か
ら
か
け
は
な
れ
た
事
柄
で
は
な
い
と
考
え
得
る
で
あ

ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
と
も
か
く
、
『延
喜
式
』
に
み
え
る

「孟
蘭
盆
」
の
記
載
事
項
を

抽
出
し
て
、
こ
の
頃
の
孟
蘭
盆
習
俗
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
の
か
を
窺
う

こ
と
に
し
よ
う
。

　

　　
　

の
条

　

3
)

　

2
)

　

1
)

「太
政
官
」

　

　

　

　

　

　

　

　

凡
七
月
十
五
日
孟
蘭
盆
供
養
送
諸
寺
。
命
史
検
校
。
事
見
大
膳
式
。

　

　ら
　

「大
舎
人
寮
」

の
条

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

凡
七
月
十
四
日
。
奉
孟
蘭
盆
供
養
使
舎
人
七
人
途
省
。

　

　　
　

「雅
樂
寮
」

の
条

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

凡
四
月
八
日
。
七
月
十
五
日
齋
會

。
分
充
伎
樂
人
於
東
西
二
寺
。
大
安

　

5
)

　

4
)

 

(
6
)

(
7

)

西
大
法

.
篠
等
寺
。
並
寮
官
人
詣
寺
検
校
。
前
會
三
日
。
官
人
。
史
生

各

一
人
就
樂
戸
郷
簡
充
。

陸
翫
繍
開
購

大
安
西
大
法
華
秋
篠
等
寺
亦
同

充
之

　

ハ　
　

「大
蔵
省
」

の
条

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

七
月
十
四
日
大
膳
職
備
孟
蘭

盆
供
養
所
。
立
五
丈
紺
幌

一
宇
懸
慢
。

　

ハ　
　

「宮
内
省
」
の
条

　

　

　

　

門
七
月
十
四
日
早
朝
。
丞
。
録
各

一
人
率
史
生
二
人
。
向
大
膳
職
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

検
校
七
箇
寺
孟
蘭
盆
供
物
。

　

　　
　

「大
膳
」
の
条

七
寺
孟
蘭
盆
供
養
料
。

蝋
栖
痔
郎
難
批
等
聖
襯
纐
隔

寺
別
餅
菜
料
。
米

一
斗

四
合
。
嬬
米
二
斗
。
竈
杵
米
二
升
四
合
。
嬬
精
四
升
。
糖
三
升
。
泰
米

「各
」
五
升
。
小
変

一
斗
四
合
。
大
豆
五
升
。
大
角
豆

一
升
。
小
豆

一

升
二
合
。
(中
略
)
。
李
子
。
梨
子
。
桃
子
各
四
升
。
支
子

一
升
。
荷
葉

三
百
枚
。
炭
六
斗
。
薪
二
百
珊
荷
。

盆
六
口
。
明
櫃
二
合
。
缶
七
口
。
瓦
廿

一
口
。

右
大
藏
省
預
設
握
於
職
内
。
辮
史
各

一
人
。
史
生
二
人
。
專
當
其
事

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

緋
備
。
生
料
毎
寺
差
大
舎
人
。
充
使
供
送
之
。

　

　　
　

「大
炊
寮
」
の
条

　

　

　

　

　

　

七
寺
孟
蘭
盆
料
寺
号
見
大
膳
式
。

米

一
石
二
斗
六
升
。

繍
構
絡
肱
耕
毎
儒
米
四
斗
七
升
六
合
。
別
六
升
八
含

泰

米
三
斗
五
升
。

矧
駈

大
豆
二
斗
八
升
。

矧
魍
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(
8
)

(
9
)

　

　　
　

「内
膳
司
」
の
条

　

　

　

　

七
寺
七
月
十
五
日
孟
蘭
盆
料
。
口
雑
菜
三
石
二
斗
。

石
四
斗
三
升
。

塒
矧
柾
斜

　
　ヨ

「造
酒
司
」
の
条

　

　

　

　

七
月
十
五
日
孟
蘭
盆
料
。
酢
二
斗
五
升
二
合
。

　

　

　

　

　

　

　

糖
二
斗
九
升

一
合
。
十
四
日
送
大
膳
職
。

詩
矧
姻
母

菓
子
二

(1
)

こ
の
頃
す
な
わ
ち
10
世
紀

の
孟
蘭
盆
習
俗
に
つ
い
て
考
え
る
と
次
の
事
柄
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
で
に
触
れ
た
が
、
史
料

(4
)
と
し

て
挙
げ
た
記
載
す
な
わ
ち

「孟
蘭
盆
供

養
所
」
を
七
月
十
五
日
に
大
膳
職
に
よ

っ
て
備
え
設
け
ら
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

そ
し
て
、
孟
蘭
盆
供
養
の
た
め
に
七
人
の
舎
人
を
省
に
送
り

(史
料

(2
)
)、
七

月
十
四
日
の
早
朝
に
は
史
生
二
人
と
丞
録

一
人
を
大
膳
職
に
向
わ
せ
、
七
ヶ
寺
の

孟
蘭
盆
の
た
め
の
供
物
を
献
供
し
た
こ
と
が
わ
か
る

(史
料

(5
))。
孟
蘭
盆
料

と
し
て
、
東
寺

・
西
寺

・
佐
比
寺

・
八
坂
寺

・
野
寺

・
出
雲
寺

・
聖
神
寺
の
七
ヶ

寺
に
対
す
る
供
物
が
、
菜
三
石
二
斗
、
菓
子
二
石
四
斗
三
升
を
内
膳
職
か
ら
、
酢

二
斗
五
升
二
合
、
糟
二
斗
九
升

一
合
を
七
月
十
四
日
に
造
酒

か
ら
大
膳
職

へ
送

っ
た
こ
と
が
理
解
し
得
る
。
そ
し
て
、
大
膳
職
で
は
供
養
料
と
し
て
七
ヶ
寺
に

「寺
別
」
、
餅
菜

一
斗
四
合
、
糀
米
二
斗
な
ど
穀
物
を
は
じ
め
、
胡
麻
油
七
升
、
醤

八
升

一
合
、
津
醤
四
升
、
味
醤
、
酢
三
升
六
合
な
ど
の
所
謂
調
味
料
や
熟
瓜
三
十

六
穎
、
青
瓜

一
百
七
穎
、
茄
子
二
斗
、
梨
子
四
升
、
桃
子
四
升
な
ど
の
野
菜

・
果

物
な
ど
を
送

っ
た
こ
と
が
わ
か
る

(史
料

(6
)
(7
)
(8
)
(9
)
)。
さ
ら
に
、

東

・
西
二
寺
に
孟
蘭
盆
の
斎
会
に
伎
楽
人
を
充
て
た
こ
と
も
窺
え
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
整
理
す
る
と
、
国
家
的
行
事
と
し
て
孟
蘭
盆
の
斎
会
で
は
、

大
膳
職
が
全
て
執
り
し
き

っ
て
、
七
月
十
四
日
に
供
養
所
を
設
け
、
丞
録
ほ
か
の

官
人
を
大
膳
職

へ
差
し
向
け
、
そ
し
て
七
ヶ
寺

へ
供
物
を
送

っ
て
、
斎
会
に
伎
楽

を
催
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
し
て
、
斎
会
は
宮
廷
で
設
け
ら
れ
た
供
養
所
で
行

な
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
が
十
世
紀
の
孟
蘭
盆
の
斎
会
で
あ
る
が
、
「供
養
所
」
を
設
け
た

「供
養
」

の
主
体
は
朝
廷
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
供
養
の
た
め
に
た
く
さ
ん
の
供
物
が
七
ヶ

寺
に
送
ら
れ
、
七
ヶ
寺
で
も
孟
蘭
盆
が
営
ま
れ
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
り
、
十
世

紀
す
な
わ
ち
平
安
時
代
前
半
の
孟
蘭
盆
習
俗
の
実
態
の
側
面
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
供
養
主
体
の
朝
廷
が
い
か
な
る
供
養
内
容
で
、
誰
の
た
め
の

供
養
で
あ

っ
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

だ
が
、
再
び
七
世
紀
の
孟
蘭
盆
の
記
録
に
戻

っ
て
繕

い
て
み
る
と
、
供
養
す
べ

き
対
象
が
誰
で
あ

っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
何
で
あ

っ
た
の
か
が
窺
え
る
。
す
な
わ

ち
、
斉
明
天
皇
五

(六
五
九
)
年
七
月
庚
寅
の
条
に
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

詔
群
臣
於
京
内
諸
寺
勧
講
孟
蘭
盆
経
。
使
報
七
世
父
母
。

　

　
お
　

と
い
う
文
言
が
み
え
、

「七
世
父
母
」
の
た
め
に
、
京
内
の
諸
寺
院
で
孟
蘭
盆
経

を
講
じ
た
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

斉
明
天
皇
三

(六
五
七
)
年
七
月
十
五
日
の
孟
蘭
盆
は
都
貨
遷
人
と
か
か
わ
っ

た
斎
会
で
あ
る
が
、
同
五
年
七
月
十
五
日
の
孟
蘭
盆
は
朝
廷
自
ら
が
行
な
わ
し
め

た
斎
会
で
あ
り
、
各
省
寮
に
指
示
し
て

「七
世
父
母
」
に
報

い
さ
せ
る
べ
き
、
諸
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寺
で
の
孟
蘭
盆
経
講
説
と
供
物
進
供
で
あ

っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
七
世
紀
に
お
け
る
国
家
的
斎
会
と

し
て
の
孟
蘭
盆
習
俗
で
あ
り
、
「詔
群

臣
」
云
々
と

い
う
文
言
の
と
お
り
、
群
臣

に
詔
し
て
貴
族
た
ち
を
宮
廷
あ
る
い
は

諸
寺
院
に
参
集
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

七
世
紀
の
国
家
的
孟
蘭
盆
習
俗
は
、
そ

の
後
十
世
紀
に
至

っ
て
も
大
膳
職
が
中

核
と
な
り
と
り
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
触
れ
た

『延
喜
式
』
の
各
省

職
の
条
文
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
貴
族
層
に
お
い
て
、
孟
蘭
盆
習
俗
は

い
か
な
る
様
相
を
呈
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
十
世
紀
の
貴
族
の
日
記
に

み
る
孟
蘭
盆
に
か
か
わ
る
記
載
を
挙
げ
て
み
る
こ
と
に
し
ょ
う
。

右
大
臣
藤
原
實
資
の
手
記
す
な
わ
ち

『
小
右
記
』
の
長
保
元

(九
九
九
)
年
七

月
十
四
日
と
十
五
日
の
条
を
繕
く
と
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

十
四
日
甲
午

拝
盆
如
例
、
但
今
年
加
故
女
御
々
打
筥
、
熟
瓜
十
籠
送
天
台
座
主

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

房
、
依
彼
消
息
、
十
六
日
熟
瓜
會
新
者
、
頭
辮
使
奉
平
宿
禰
示
送
云
、
令
書
内

年
中
行
御
障
子
、
己
き
髄
本
、
可
供
送
者
、
付
廻
送
也
、

十
五
日
乙
未

止
故
女
御
々
飯
、
増
加
乳
母
及
女
房
等
食
、
但
自
進
物
所
、
御
菜

少
々
、
朝
臣
可
送
女
房
由
、
令
仰
之
、

　
　む

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
記
載
を
み
る
か
ぎ
り
、
い
つ
も

の
と
お
り
拝
盆
を
行
な
う
こ
と
や
、
天
台

座
主
房

へ
熟
瓜
十
籠
、
(十
六
日
に
)
熟
瓜
を
斎
会
料
と
し
て
平
宿
禰
に
送
進
し

た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
十
四
日
に

「拝
盆
」
す
る
こ
と
が
常
の
こ
と
で
あ

っ
た
か

に
つ
い
て
と
、
内
藏
寮
よ
り
諸
寺
院

へ

(
盆
供
を
)
送
進
し
て
い
た
こ
と
が
同
記

　

　
あ
　

の
長
和
二

(
一
〇

=
二
)
年
七
月
三
日
の
条
か
ら
窺
え

(史
料

(A
)
)、
ま
た
、

こ
の
時
期
の
盆
供
送
進

の
諸
寺
院
の
寺
名
が
同
年
七
月
十
四
日
の
条
か
ら
わ
か
る

　

　　
　

(史

料

(
B
)
)
。

次

に

(A

)

(
B
)

の
記

載

を
窺

っ
て

み
よ
う

。

　

　

　

　

　

　

　

(A
)
御
讃
経
中
間
御
盆
供
事
無
所
見
、
可
見
殿
上
日
記
、
彼
日
記
在
藏
人
頼

　

　

　

　

　

　

　

　

祐
許
、
不
能
引
見
、
但
鷹
和
三
年
七
月
十
四
日
御
記
云
、
此
日
孟
蘭
盆

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

不
拝
、
自
内
藏
寮
送
醍
醐
法
性
雨
寺
、
以
明
白
可
奉
幣
伊
勢
大
神
宮
齋

也
、
(下
略
)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(B
)
拝
盆
頒
送
寺
々
、
驚
揮
騰
階
紬
難

.窯
艶

修

課
訥
珍
皇
寺
、
皆
是
例
也
、

(下

略
)

瀧
弼
纏
持
酬
纏
議
恐

以
上
の
史
料
を
み
る
か
ぎ
り
、
す
で
に
述
べ
た
事
柄
が
記
載
さ
れ
、
応
和
三

(九
六
三
)
年
七
月
十
四
日
の

「御
記
」
に
よ
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
こ
と
も
窺
え
、

孟
蘭
盆
の
主
た
る
日
は
七
月
十
五
日
で
あ

っ
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

(A
)
(B
)
の
史
料

の
ほ
か
同
記
の
万
寿
二

(
一
〇
二
五
)
年
七
月
十
四
日

　

　
レ
　

の
条
に
も

「拝

盆
如
例
頒
送
寺
了
」
と
み
え
、
十

一
世
紀
に
至

っ
て
も
同
様
の

孟
蘭
盆
習
俗
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
。
こ
の
こ
と
は
、
源
経
頼
の
日
記

で
あ
る

『左
経
記
』
の
治
安
二

(
一
〇
二
二
)
年
七
月
十
四
日
の
条

(史
料

(C
)

註

(18
)

註

(
19
)

)、
七
月
十
五
日
の
条

(史
料

(D
)
)
と
、
長
元
七

(
一
〇
三
四
)
年
七
月
十

　
ハ　

五
日
の
条

(史
料

(E
))
か
ら
も
窺
え
る
。

(C
)
巳
剋
行
幸
法
成
寺
、

蔀
靴
瞠
供
東
宮
同
剋
行
啓
、
暫
留
乗
輿
於
西

大
門
、
(中
略
)、
三
后

祥
尚
侍
兼
御
御
堂
西
方
、
女
房
等
相
分
候
東
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西
廊
、
供
養
作
法
有
別
、
(中
略
)、
次
有
上
達
部
殿
上
人
緑
、
大
掛
供

養
所
司

術
疋
絹
、
及
子
剋
還
宮
、

(下
略
)

(D
)
寮
緯

.
主霧

講

灘

編
籠
整
旦謬
相
聾

ガ戴

鵬
編
鴇

　

　

　

　

　

　

　

　

(E
)
次
御
共
参
御
堂
、
女
院
令
渡
給

、
頃
之
被
講
干
蘭
盆
経
、
次
僧
俗
着
饗

　

　

　

　

　

　

　

座
、
次
又
入
堂
、
例
講
例
時
了
僧
等
有
施
物
、
帷
紙
扇
入
夜
供
養
法
、
了

僧
俗
退
出
、
院
令
蹄
給
、
次

關
白

殿
率

上
達
部
令
詣
鷹

司
殿
給
、

　

　

　

　

　

　

　

依
被
書
爲
供
養
佛
経
也
。
及
深
夜
事
了
蹄
家
、
(下
略
)、

(C
)
(D
)
(E
)
の
史
料
に
よ
る
か
ぎ
り
、
十

一
世
紀
中
頃
に
至

っ
て
も
孟

蘭
盆
の
十
四
日
に
は
盆
供
の
進
供
が
行
な
わ
れ
、
「供
養
所
」
が
設
け
ら
れ
て
い

た
こ
と
を
知
る
。
ま
た
、
十
五
日
に
は

「
孟
蘭
盆
経
」
の
講
説
が
り
、
僧
俗
に
よ

る
饗
座
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
が
窺
え
、
関
白
殿
に
よ
る
供
養
仏
経
の
写
経
も
行
な

わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
十

一
世
紀
前
半
の
孟
蘭
盆
習
俗
は
八
世
紀
以
来
同
様

の
習
俗
伝
承

を
踏
襲
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
、
十

一
世
紀
後
半
に
お
い
て
も
同
様

の
様
相
を
呈

し
て
い
た
こ
と
が
、
次
の
中
御
門
右
大
臣
宗
忠
の
日
記
す
な
わ
ち

『中
右
記
』
の

　
　こ

寛
治
八

(
一
〇
九
四
)
年
七
月
十
四
日
の
条

(史
料

(F
)
)
と
、
嘉
保
二

(
一

　

　　
　

〇
九
五
)
年
七
月
十
四
日
の
条

(史
料

(G
))
と
、
承
徳
二

(
一
〇
九
八
)
年

　

　お
　

七
月
十
五
日
の
条

(史
料

(H
)
)
か
ら
窺
え
る
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(F
)
今
日
於
御
前
無
盆
事
、
是
主
上
御
服
藥
之
間
也
、
當
時
未
有
此
事
也
、

(下
略
)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(G
)
今
日
御
盆

不
召
御
前
、
以
藏
司

下
部
被
送
圓
光
院
畢
、
當
時
践
酢
之

　

　

　

　

　

　

　

後
、
未
有
御
前
儀
之
故
也
、

(H
)
早
旦
行
向

一
條
堂
、
修
孟
蘭
盆
講
僧
五
口
、

入
夜
参
内
、
宿
仕
、

以
上

(F
)
(G
)
(H
)
の
史
料
か
ら
、
当
時
、
七
月
十
四
日
に
盆
が
営
ま
れ

る
は
ず
が
な
い
で
あ
ろ
う
と

い
う
思
い
を
こ
め
て
作
者
は
記
述
し
て
い
る
こ
と
、

(盆
供
を
)
圓
光
院

へ
送
進
し
て
い
る
こ
と
、
七
月
十
五
日
の
早
朝

一
條
堂

へ
向

っ
て
孟
蘭
盆
講
を
修
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
十

一
世
紀
前
半
ま
で
の
孟
蘭
盆

習
俗
と
同
様
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
こ
の
孟
蘭
盆
講
に
つ
い
て
は
、
同
記

の
長
治
元

(
一
一
〇
四
)
年
七
月
十
五
日
の
条
に
も
み
え
る
。
す
な
わ
ち
、

●

●

●

●

●

●

●

堂
ヂ

●

●

●

●

●

参
法
成
寺
阿
彌
陀
敷
行
孟
蘭
盆
講
、
新
大
納
言
、
左
大
辮
、
雨
宰
相
中
將
、

殿
上
人
頭
中
將
以
下
五
六
輩
参
入
、
事
了
晩
頭
蹄
、
今
日
御
八
講
僧
名
被
定

云
々
、
(下
略
)、

　
　タ

と
あ
り
、
法
成
寺
阿
彌
陀
堂
で
孟
蘭
盆
講
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
、
十

二
世
紀
に
至

っ
て
も
同
様
の
習
俗
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
燈
籠
進
供
の
論
考
で
提
示
し
た
事
象
の
と
お
り
で

　

　お
　

あ
る
。
す
な
わ
ち
、

一
四
〇
〇
年
代
初
頭
ま
で
孟
蘭
盆
習
俗
に
孟
蘭
盆
講
の
講
説

が
修
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
盆
供
は
内
藏
寮
役
と
し
て
諸
寺

へ
送
進
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た

つ
も
り
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
至
る

孟
蘭
盆
習
俗
に
つ
い
て
は
、
中
世
公
家

・
武
家
の
孟
蘭
盆
で
再
び
検
討
す
る
こ
と

に
し
た
い
が
、
古
代
貴
族
の
孟
蘭
盆
習
俗
に
は
七
世
父
母
へ
の
供
養
と
諸
寺

へ
の

盆
供
送
進
と
孟
蘭
盆

(経
)
講
説
が
あ
る
の
み
で
、
後
世
に
み
ら
れ
る
施
餓
鬼
や
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写
経
の
習
俗
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
が
提
示
し
得
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
次
に
中
世
に
お
け
る
孟
蘭
盆
、
と
り
わ
け
公
家

・
武
家
の
日
記
や
記
録

か
ら
孟
蘭
盆
習
俗
に
つ
い
て
繕
い
て
い
く

こ
と
に
し
た
い
。

註
(1
)
、
奥
野
義
雄

「
中
世
公
家

の
孟
蘭
盆

習
俗
を
め
ぐ

っ
て

(
そ
の

一
)
ー

燈
籠
進
供
の
習
俗

を
中
心
と
し
て
ー
」

(『奈
良
県
立
民
俗
博
物
館
研
究
紀
要
』
第

11
号
所
収
)

(2
)
、

「
日
本
書
紀
」

後
篇

(
『新
訂
増
補
国
史

大
系
』
〈
普
及
版
)
所
収

、
以
下

『国
史
大
系

』

と
略
す
)

こ

の
史
料

の
ほ
か
に
同

「書
紀
」
後
篇

の
推
古
天
皇
十
四

(六
〇
五
)
年

の
条
に
、

自
是
年
初
毎
寺
。

四
月

八
日
。
七
月
十

五
日
設
齋

と
あ
り
、
斉
明
朝
以
前

に
孟
蘭
盆

が
営
ま
れ

て

い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

(3
)
～

(
12
)
、
「延
喜
式
」
中
篇

(
『国
史
大
系
』
所
収
)

(
13
)
、
「
日
本
書
紀
」
後

篇

(
『
国
史
大
系
』
所
収
)

(
14
)
、
「
小
右
記
」

一

(『
増
補
史
料
大
成
』
〈
別
巻

〉
所
収
、
以
下

『
大
成
』
と
略
)

(
15
)
、

「権
記
」

一

(『大
成
』

4
所
収

)

同
記

の
長
徳

四

(九
九
八
)
年

七
月
十
三
日

の
条

に

「
來
十
四

日
御

盆
可

令
所

司

遣
寺
事

」
と

あ

る
。
ま

た
、

長
保

元

(九

九
九

)
年
七

月
十

四

日

の
条

に
も

「退
出
、
拝

盆

四
具
」
と
あ
り
、
孟
蘭
盆

の
存
在
が
窺
え

る
。

さ
ら

に
、
長
保
二

(
一
〇
〇
〇
)
年
七
月
十
三
日
の
条

に
、

引
検
御
記
応
和

三
年
七
月
十

五
日
有
臨
時
春
幣
事

、
十
四
日
御

盆
無

御
拝
、
自

内
藏
寮
遣
之

と
あ
り
、
同
じ

「御
記
」
を
引

い
て
い
る
こ
と
も
わ
か

る
。

(
16
)
、
「
権
記
」

一

(『大
成
』

4
所
収
)

(
17
)
、
「
小
右

記
」

三

(『大
成
』
別
巻
所
収
)

同
記

の
長
元
四

(
一
〇
三

一
)
年
七
月
十
四
日
の
条

に
、

送
東
北
院

盆

之
使
申
云
、
荷
長
櫃
之
者

八
人
、
四
人
家
仕
丁
、

二
人
府
夫
、

二

人
馬
寮
夫
、
件
夫
等
語
使
男
云
、

(下
略
)

と
あ
り
、
盆
供

の
状
況
が
窺
え

る
。

ま
た
、
同
月
十

五
日

の
条

に
も

「
盆
使

濫
行
事

」
云

々
と
割
註
な
ど

の
文
言

が

あ

る
。

(
18
)

～

(
20
)
、
「
左
経
記
」

(『大
成
』

6
所
収
)

(
21
)

～

(
22
)
、
「
中
右
記
」

(『大
成
』

9
所
収
)

(
23
)

～

(
25
)
、
「
中
右
記
」
二

(『大
成
』

10
所
収
)

第
二
章

中
世
公
家

・
武
家
の
孟
蘭
盆
習
俗

中
世
の
孟
蘭
盆
習
俗
は
、
古
代
以
来
継
承
さ
れ
て
き
た
習
俗
と
、
す
で
に

述
べ
た
と
お
り
、
中
世
と
り
わ
け
鎌
倉
時
代
前
半
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た

経
典
写
経
や
室
町
時
代
後
半
に
史
料
上
に
現
わ
れ
る
燈
籠
進
供
な
ど
の
習
俗
が
融

合
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
指
摘
し
得
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
う
少
し
公
家

・

武
家
の
日
記
か
ら
中
世
の
孟
蘭
盆
習
俗
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
た

,・



い

。ま
ず
、
鎌
倉
時
代
直
前
の
孟
蘭
盆
習
俗
を

『山
梶
記
』
の
治
承
四

(
一
一
八
〇
)

　

　ユ
　

年
七
月
十
四
日
と
十
五
日
の
条
を
、
次
に
繕

い
て
み
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

十
四
日
甲
子

天
晴
、
任
例
拝
#
、
供
奉
木
幡
貧
観
音
寺
、
故
女
房
貧
送
東
山

堂
、
連
々
有
日
次
揮
、
今
年
猶
有
嚢
日
、
直
自
政
所
令
送
件
堂
、

　

　

　

十
五
日
乙
丑

天
晴
、
巳
始
剋
参
最
勝
光
院
、
孟
蘭
盆
可
奉
行
之
由
、
先
日
自

福
原
、
為
頭
辮
奉
行
被
仰
下
也
、
右
少
辮

衆
忠
同
可
奉
行
云
々
、
(中
略
)
、

供
僧
不
塾

叫
ハ静
迩
蓮
傳
廿
陣
、
是
例
也
云
々
、
實
顯
為
導
師

盤
髄
鴨

　

　

　

　

　

唄
顯
嚴
、
散
花
緋
忠
、
不
行
道
、
花
筥
本
自
置
座
前
、
孟
蘭
貧
経
講
了
、
定
顯

　

　

　

　

　

　

　

着
下
座
、
玄
修
進
立
佛
前
勤
調
唱
、
衆
僧
讃
阿
彌
陀
経
、
(下
略
)、

若
干
長
文
に
な

っ
た
が
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
存
命
し
た

公
家

(あ
る
い
は
武
家
)
の
私
邸
で
の
孟
蘭
盆
習
俗
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
諸
寺

院

へ
の

(盆
供
)
進
供
、
私
邸
で
の
近
邊

の
請
僧
に
よ
る
馨

・
盤
な
ど
の
音
楽
を

伴
な
う
読
経
と
散
花
、
そ
し
て
孟
蘭
盆
経
講

々
説
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
知

る
。

『山
梶
記
』
と
同
様
に
、
少
し
時
期
が
下
る
が
、
参
議
民
部
卿
平
経
高
の
日
記

で
あ
る

『平
戸
記
』
の
寛
元
二

(
一
二
四
三
)
年
七
月
十
五
日
の
条
で
も
古
代
以

来
の
孟
蘭
盆
習
俗
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、

　

　

　

　

　

　

早
旦
於
佛
前
念
諦
如
例
、
其
後
勧
朝
准

午
刻
許
向
北
山
、

行
堂
孟
蘭
盆
也
、

其
儀
如
例
年
、
祐
眞
法
眼
今
朝
自
京
入
來
、
為
導
師
、
圓
聖
、
行
顯
雨
輩
為
請
僧
、

講
了
引
布
施
如
恒
例
、
其
後
行
今
月
分

阿
彌
陀
講
、
行
願
式
、
雨
僧
為
加
陀

衆
、
講
演
了
與
捧
物
、
申
刻
事
了
、

(中

略
)

　

　

　

　

　

　

　

今
日
御
堂
孟
蘭
盆
、
付
内
外
頻
蒙
催
、
然
而
依
指
障
、
申
子
細
不
参
也
、

註

(
2
)

註

(
3
>

と
あ
り
、
佛
前
に
念
論
し
、
そ
の
後
孟
蘭
盆
に
北
山
堂
に
向

っ
た
こ
と
、
例
年
の

ご
と
く
導
師
僧
と
請
僧
二
人
と
し
て
孟
蘭
盆
講
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
こ

れ
に
伴
な

っ
た
布
施
が
恒
例
と
し
て
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
御
堂
の
孟

蘭
盆

へ
は
不
参
し
た
こ
と
も
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
関
白

・
太
政
大
臣
藤
原
冬
平
の

日
記
の

『勘
仲
記
』
の
弘
安
十

一

(
一
二
八
八
)
年
七
月
十
五
日
の
条
の

「午
剋

参
法
勝
寺
、
(中
略
)
。
次
始
行
孟
蘭
盆
講
」
云
々
と
い
う
文
言
に
も
み
え
る
と
お

　

　　
　

り
、
寺
院

へ
の
参
詣
と
孟
蘭
盆
講

々
説
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

十
三
世
紀
に
お
け
る
公
家

・
武
家
の
孟
蘭
習
俗
も
以
前
の
習
俗
の
継
承
で
あ
る

こ
と
が
理
解
し
得
る
が
、
す
で
に
触
れ
た
と
お
り
、
孟
蘭
盆
習
俗
に
変
化
を
み
せ

る
十
四
世
紀
以
降
に
つ
い
て
、
次
に
再
び
検
討
す
る
こ
と
に
し
ょ
う
。

ま
ず
、
中
原
師
守
の
日
録
で
あ
る

『師
守
記
』
の
暦
応
三

(
=
二
四
〇
)
年
七

月
十
二
日
の
条

(史
料

(1
))
と
、
同
月
十
四
日
の
条

(史
料

(H
))
と
、
同

月
十
五
日
の
条

(史
料

(m
)
を
次
に
繕
く
と
、

　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(1
)
口
口
自
院
問
進
盆
供
花
五
籠
進
之
、
六
車
御
稲
問
也
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(H
)
今
日
自
南
山
科
盆
供
籠
四
籠
到
來
、
先
例
五
籠
也
、
而
今

一
籠
未
進
也
、

　

　

　

　

　

(m
)
今
日
蓮
葉
飯
如
例
、

　

　ら
　

と
あ
り
、
院

へ
盆
供

(花
五
籠
)
を
進
供
し
、
師
守
私
邸

へ
盆
供

(四
籠
)
が
南

山
科
か
ら
進
供
さ
れ
、
十
五
日
孟
蘭
盆
供
養
の
時
期
の
食
物
と
し
て

「蓮
葉
飯
」
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を

つ
く

っ
た
こ
と
な
ど
が
窺
え
る
。
と
く

に
、
史
料

(m
)
に
み
る

「蓮
葉
飯
」

(を
供
え
る
)
習
俗
は
十
三
世
紀
に
は
み
ら
れ
な
か

っ
た
も

の
で
あ
る
。
だ
が
、

史
料

(1
)
(H
)
(m
)
を
み
る
か
ぎ
り
、
従
来
の
寺
院
で
の
孟
蘭
盆
経
講
々
説

と
参
詣
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
を
知
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
同
記
の
康
永
元
(
一
三
四
三
)年
七
月
十
四
日
の
条

の

今
朝
辰
剋
、
家
君
有
御
同
車
頭
殿

・
予

・
外
史
等
渡
御
露
山
御
墓
、
(中
略
)
、

先
御
参
詣
北
斗
堂
、
(中
略
)
、
自
御
墓

御
蹄
宅
、
次
因
幡
堂

・
六
角
堂
同
御

参
詣
也
、

今
日
及
晩
浄
空
上
人
参

入
、
有
孟
蘭

盆
講
如
例
、
今
日
自
南
山
科
盆
供
籠

到
、

札
難
礁
謙
碓

自
六
車
先

・
到
來
、
五
籠
填

　

　　
　

と

い
う
文
言
に
よ

っ
て
、
諸
寺
院

へ
の
参
詣
が
な
さ
れ
、
孟
蘭
盆
講
も

「如
例
」

に
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
孟
蘭
盆
講
々
説
は
私
邸
に
僧
侶

を
迎
え
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

し
た
が
っ
て
、
十
四
世
紀
の
公
家

・
武
家
の
孟
蘭
盆
習
俗
は
、
史
料
を
み
る
か

ぎ
り
、
孟
蘭
盆
供
養
に

「蓮
葉
飯
」
が
加
わ

っ
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
「蓮
葉

飯
」
が
、
『師
守
記
』
に
よ
る
か
ぎ
り
、
中
原
師
守
私
邸
で
行
な
わ
れ
る
私
的
な

習
俗
で
あ

っ
た
こ
と
も
考
え
る
べ
き
か
も

し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の

「蓮
葉
飯
」

云
々
と

い
う
文
言
に
か
か
わ
る
詳
細
は
、
同
記
全
般
に
亘
っ
て
繕

い
て
も
記
載
さ

れ
て
い
な

い
の
で
明
確
で
は
な
い
。

さ
き
の
史
料

(m
)
の
文
言
と
同
様
な
記
述
が
各
年

の
七
月
十
五
日
の
条
に
み

え
る
の
み
で
、
「蓮
葉
飯
」
の
実
態
は
明
ら
か
で
な
い
場
合
が
大
半
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
康
永
四

(
=
二
四
七
)
年
七
月
十
五
日
の
条
の

「今
日
蓮
葉
飯
如
例
、

タ

ク

　

　
　
　

今
日
及
晩
魚
食
魚
食
」
、
貞
和
五

(
一
三
四
九
)
年
七
月
十
五
日
の
条
の

「今
日

蓮
葉
飯
如
例
、
政
所
露
供
、
於
目
代
國
縫
宅
用
之
、
+
二
前
也
、
其
外
二
親
露
供
被

　

　
　
　

備
之
云
々
」
、
そ
し
て
貞
治
三

(
一
三
六
九
)
年
七
月
十
五
日
の
条
の

「今
日
蓮
葉

　

　　
　

飯
有
之
」
と

い
う
文
言
か
ら
は
窺
え
な
い
。
た
だ
、
孟
蘭
盆
の
供
物

(食
物
)
で

は
な
い
こ
と
が
同
記
の
記
載
か
ら
想
定
し
得
る
。

こ
の

「蓮
葉
飯
」
の
習
俗
に
加
え
て
、
『師
守
記
』
に
現
わ
れ
る
習
俗
に

「向

水
」
と

「墓
参
」

・
〈
墓
地
埋
骨
〉
が
あ
る
こ
と
を
知
る
。
次
に
そ
れ
ら
を
例
挙

す
る
こ
と
に
し
ょ
う
。

　
　ぜ

(
a
)
康
永
四

(
=
二
四
七
)
年
七
月
十
四
日
の
条
、

又
上
於
親
恵
墓
阿
弥
陥
経
念
佛
等
在
之
、
予
姉
寛
妙
骨
在
此
墓
、
伍
如

　
マ
マ
　

先
人
時
致
沙
汰
了
、
其
後
蹄
畢
、
(下
略
)
、　

　ロ
　

(
b
)

貞

治

三

(
一
三

六

四

)

年

七

月
十

四

日

の
条

、

辰

剋

家

君

葛
袴
、
長
絹
乗
頸
、
有

御

同
車

予
白
直
垂

・
助

教

師
秀

・
縫

殿

権

助

師
有
等
、
蓼
露
山
墳
墓
給
、
術
牌
鰍
聡
岬
酸
囎
紅
欝
欝
昊
形

(中
略
)
、
於

　　
ち
　

　　
　
せ
　

先

考

・
先

批

御

墓

前

、

各

有

一
時

、

小
日
中
、
於

観

心

聖

露

口

墓

、

阿

弥

陥

経

・
念

佛

有

之

、

次

於

先

批

御

墓

、

有

阿

弥

陥

経

・
念

佛

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

彼
御
墓
師
豊
母
儀
骨
籠
置
之
間
、
予
和
談
之
、
又
於
覧
妙
聖
露
予
姉
・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

観

恵

聖

露

等

墓

、

有

阿

弥

陥
経
各

一
巻

、

念

佛

等

有

之

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

家

君

女

房

母

堂

骨

被

置

之

間

、

二

巻

讃

之

、

近

年

儀

也

。

所

作

以

前

、

(中
原
師
顯
)

(師
右
)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

於
二
親
御
墓
、
家
君
、
予
向
水
、
其
外
肥
州
殿

・
祖
父
聖
露
等
向
水
、
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其
後
蹄
宅
、
(下
略
)

(中
原
師
顯
)

(師
石
)

以
上
、
史
料

(
a
)
(b
)
か
ら
、
師
守
の
父
母
や
姉
の
墓
参
や
ゆ
か
り
の
あ

る
人
た
ち
の
墓
詣
り
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
、
墓
参
に
伴
な
う
念
仏

(阿
弥
陥
経

一

巻
)
の
読
唱
が
あ
っ
た
こ
と
、
墓
地
埋
骨
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
師
守
の

「
二
親
御
墓
」
な
ど

へ
の

「向
水
」
が
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
史
料

(b
)
の
条
文
に

「入
夜
向
水
於
二
親
井
志
聖
露
等
」
と
あ
り
、

墓
石
に
伴
な

っ
た

「向
水
」
で
は
な
く
、
邸
宅
内
の
仏
前
の
二
親
露
位
に
水
を
た

む
け
た
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に

『師
守
記
』
に
現
わ
れ
た
①

「蓮
葉
飯
」
、
②

「向
水
」
、
③
墓

参
、
④
墓
前
念
仏
読
唱
、
⑤
墓
地
埋
骨
の
習
俗
は
、
従
来
の
習
俗
に
は
み
ら
れ

な
か

っ
た
孟
蘭
盆
習
俗
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
十
二
世
紀
に
私
的
に
写

経
が
み
ら
れ
た
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
く

べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
習
俗
が

『
師
守
記
』
に
か
ぎ
る
孟
蘭
盆
習
俗
で
あ

っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
同
時
期
以
降
に
お
い
て
同
様

の
習
俗
が
存
在
す

る
か
、
否
か
を
公
家
の
日
記
か
ら
次
に
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
ょ
う
。

〔A
〕
応
永
廿
四

(
一
四

一
七
)
年
七
月
十
三
日
と
十
五
日
の
条

(『看
聞
御

　

　
ね
　

記

』
)
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

〔十

三
日
〕
墳
墓
参
云

々
。

今
夕
寳
嚴
院
塔
有
施
餓
鬼
。
僧

六

人

雛
獅
獄
胱
嘲
執
行
。
壽
藏
主
申

沙
汰
也
。
難
比
丘
尼
所
有
錯
齪
事
。

(下
略
)。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

〔十
五
日
〕
蓮
供
御
祝
着
如

例
。
晩
景
大
光
明
寺
施
餓
鬼
聰
二
参
。

〔
B
〕

〔八

〕

〔
B
〕

　

　

　

(中
略
)。
干
飯
。
茶
子
等
献
之
。
佳
臣
同
食
之
。
(中
略
)。
施
餓
鬼

　

　

　

　

聰
鬼
聞
了
佛
殿
焼
香
。
次
鑑
塔
御
廟
前
奉
水
向
。
焼
香
了
蹄
。
(下
略
)
。

応
永
廿
五
年

(
一
四

一
八
)
年
七
月
十
四
日
と
十
五
日
の
条

(『満
濟

　

　
お
　

准

后

日
記

』
)
、　

　

　

　

〔十
四
日
〕
盆
供
如
常
。
祖
師
御
影
悉
奉
取
出
。
且
贔
彿
。
伍
[
]
懸

之
。
祖
菩
提
所
。

〔十
五
日
〕
山
上
山
下
諸
堂
盆
供
各
百
疋
下
行
之
。
近
年
別
願
。
菩
提

　

　

　

　

　

　

寺
自
恣
僧
供
養
之
儀
在
之
。
三
百
疋
遣
之
。
孟
蘭
盆
経
書
爲
。
自
筆

口
儀
。

　
　む

永
享
四
(
一
四
三
二
)年
七
月
十
四
日
と
十
五
日
の
条
(『看
聞
御
記
』
)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

〔十
四
日
〕
孟
蘭
盆
之
儀
如
例
。
(中
略
)
、
水
事
如
例
。
女
中
同
参
。

　

　

　

　

　

　

燈
櫨
面

々
進
之
。
前
宰
相
。
庭
田
宰
相
。
長
資
朝
臣
。
隆
富
朝
臣
。

重
賢
。
経
秀
。
異
形
之
物
共
有
其
興
。
自
分
二令
作
。

　

　

　

　

　

　

　

〔十
五
日
〕
蓮
供
御
祝
着
如
例
。
女
中
男
共
濟

々
候
。
其
後
寺

へ
参
。

　

　

　

　

　

施
餓
鬼
聴
聞
。
若
宮
。
姫
宮
。
南
御
方
。
東
御
方
。
近
衛
。
春
日
。

御
乳
人
参
。
爾
宰
相
。
長
資
。
隆
富
等
朝
臣
以
下
皆
参
。
事
了
蹄
。

(下
略
)。

永
享
五

(
一
四
三
三
)
年
七
月
十
四
日
と
十
五
日
の
条

(『満
濟
准
后

　
　む

日
記
』)
、

　

　

　

　

　

　

　

〔十
四
日
〕
早
旦
菩
提
寺
墓
所
参
詣
。
理
趣
経
等
如
常
。
(中
略
)。
於

　

　

　

　

　

　

　

門
跡
金
剛
輪
院
。
盆
供
儀
如
常
。
無
殊
儀
。
今
夕
理
趣
三
昧
行
之
。
供
水

一51一



　

　

　

　

　

　

　

　

　

許

也

。

灯

櫨

自

方

々
到

來

。

(
下
略

)
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

〔十
五
日
〕
孟
蘭
盆
経
早
旦
講
讃
之
。
道
師
弘
豪
法
印
。
如
年
々
。
御

　

　

　

　

　

堂
列
祖
水
供
事
。
早
旦
沙
汰
之
。
又
如
常
。
作
法
今
年
予
沙
汰
分
也
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(中
略
)
。
次
三
代
聖
露
三
度
。
次
八
大
祖
師
以
下
列
祖
三
度
。
次
法

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

界
衆
三
度
。
己
上
九
度
。
水

お
瀧
蓮
葉
上
了
。
次
下
禮
盤
。
列
祖
盆

　

　

　

　

　

　

　

　

供
等
此
以
後
撤
却
之
了
。

以
上
、
史
料

〔A
〕
〔A
〕
と

〔B
〕
〔E
〕
を
対
比
さ
せ
て
列
挙
し
て
み
る
と

次
の
点
が
指
摘
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
〔
A
〕
〔八
〕
と

〔B
〕
〔甘
〕

の
史
料
に
よ
る
か
ぎ
り
、

①
墓
参
が
行
な
わ
れ
、
念
仏
が
読
唱
さ
れ
る
こ
と
。

②
蓮
供
御
が
あ
る
こ
と
。

③
寺
院
で
の
施
餓
鬼
聴
聞
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
。

④
灯
籠
の
進
供
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
。

⑤
水
供

(向
水
)
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
。

⑥
盆
供
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
。

⑦
水
を
蓮
葉
に
麗
ぐ
こ
と
。

以
上
の
習
俗
が
孟
蘭
盆
に
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
習
俗

の
な
か
で
③
④
⑦
は
新

し

い
習
俗
と
な
ろ
う
。
①
⑤
⑥
の
習
俗
と

、
②
の
習
俗
が
さ
き
の

「蓮
葉
飯
」

と
同
じ
も
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
習
俗
も
従
来
の
も
の
と
い
え
る
。
い
い
か
え
る
と
、

①
墓
参
、
②
蓮
供
御
、
⑤
水
供
、
⑥
盆
供

の
習
俗
は
十
四
世
紀

に
存
在
し
た
孟

蘭
盆
習
俗

で
あ
り
、
③
施
餓
鬼
、
④
灯
籠

進
供
、
⑦
蓮
葉
に
水
を
麗
ぐ
と
い
う

習
俗
は
十
五
世
紀
に
な

っ
て
現
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

施
餓
鬼
に
つ
い
て
は
、
所
謂
仏
教
民
俗
の
視
点
で
五
来
重
氏
を
は
じ
め
諸
先
学

　

　あ
　

に
よ
っ
て
論
考
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
詳
し
く
は
諸
氏
の
論
究
に
譲
り
た

い

。た
だ

、
孟

蘭

盆

に
お

け

る

施

餓

鬼

習

俗

の

一
般

的

流

行

の
時

期

(平

安

時

代

中

頃

)

の

こ
と

や
孟

蘭

盆

の
中

核

が

施

餓
鬼

習
俗

で
あ

る

こ

と

に
納

得

し

が

た

い
点

が
あ

る

が

、

こ

れ

に

つ
い

て
は

後

日
検

討

し

た

い
と

こ

ろ

で
あ

る

(
本
章
と
時
期
が
異

な
る
が
、
『御
堂
関
白
記
』
な
ど
一
〇
〇
〇
年
代
の
遺
族
の
日
記
に
は
、
「施
餓
鬼
」
云
々
の
文
言
は
み
あ
た
ら
な
い
。
た

と
え
ば
、
同

『関
白
記
』
に
は

「干
蘭
盆
供
事
」
〔寛
弘
四
年
七
月
十
四
日
の
条
〕、
「
盆
供
如
常
」
〔寛
弘
六
年
七
月
十
四

日
の
条
〕、
「
盆
供
如
常
、
法
興
院
・
浄
閑
寺
・
慈
徳
寺
等
也
」
〔長
和
四
年
七
月
十
四
日
の
条
〕
と
い
う
文
言
に
よ
る
か

ぎ
り
、
「施
餓
鬼
」
習
俗
の
孟
蘭
盆
を
想
定
し
が
た
い
。)

ま

た

、
孟

蘭

盆

に

お
け

る
灯

籠

進

供

に

つ

い
て
は

、

す

で

に

14
世

紀

に
み

ら

れ

　
　ゼ

る

習

俗

で
あ

る

こ
と

を

別

稿

で
述

べ
た

の
で

そ

れ

に
譲

り

た

い
。

そ

し

て

、
蓮

葉

に
水

を

麗

ぐ

習

俗

は

、
「
向

水

」
あ

る

い
は

、
「
水

供
」

(
「
供
水

」

　

　あ
　

と
同
様

の
も
の
と
し
て
、
す
で
に
田
中
久
夫
氏
は

「中
世
の
盆
行
事
」
で
行
論
さ

　

　
む
　

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
さ
き
の
史
料

(B
)
の

〔十
五
日
〕
の
条
の
文
言
で

省
略
し
た
が
、
「作
法
今
年
予
沙
汰
分
也
」
に
続
く

「先
登
禮
、
金
二
丁
、
次
三

禮
、
如
来
唄
、
次
金

一
丁
、
啓
白
神
分
等
、
次
揚
経
題
孟
蘭
盆
経
、
次
発
願
四
弘
以

　
　　

下
、
次
経
釈
、
次
読
経

一
巻
、
次
廻
向
事
、
金

一
丁
」
と
い
う
記
載
か
ら
、
供
水

作
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「供
水
」
は
回
向

の

一
つ
で
あ

っ
た
こ
と

が

『看
聞
御
記
』
の
応
永
廿
八

(
一
四
二

一
)
年
七
月
十
五
日
の
条
の

「其
後
御
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廟
前
参
。
水
廻
向
了
蹄
」
と
い
う
文
言
か
ら
わ
か
り
、
十
五
世
紀
に
現
わ
れ
た
習

俗
で
は
な
く
、
施
餓
鬼
と
灯
籠
進
供

の
二

つ
の
習
俗
が
新
し
く
孟
蘭
盆
の
習
俗
に

加
わ

っ
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
判
然
と
し
な
い
習
俗
に
十
四
世
紀
に
み
ら
れ
る

「蓮
葉
飯
」
と
、
十

五
世
紀
に
現
わ
れ
る

「蓮
供
御
」
と
が
同

一
の
あ
る
い
は
異
質
の
習
俗
か
を
も
う

少
し
検
討
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
『看
聞
御
記
』
の
永
享
七

(
一
四
三
五
)
年
七
月
十
五
日
の
条

の
記
載

か
ら
窺

っ
て
み
よ
う
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

孟
蘭
盆
之
儀
如
例
。
塔
頭

へ
参
焼
香
了
。
書
蓮
供
御
。
祝
着
如
例
。
男
共
皆
砥

倹
。
其
後
大
光
明
寺
参
。
施
餓
鬼

聴
聞
。
(下
略
)。

　

　お
　

と
あ
り
、
昼
に
蓮
供
御
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
男
共
が

「皆
砥

　

候

(砥
し
み
伺

っ
た
)
」
と
あ
り
、
「蓮
葉
飯
」
と
は
異
な
り
、
供
物
で
あ
る
可
能

性
を
も

つ
よ
う
で
あ
る
が
、
同
記
の
嘉
吉
三

(
一
四
四

二
)
年
七
月
十
五
日
の
条

の
次

の
記
載
か
ら

「蓮
葉
飯
」
と
同
様
に
供
え
る
べ
き
物
で
は
な
く
、
人
々
が
食

す
る
も

の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

　

　

　

　

　

看
経
如
形
也
。
蓮
供
御
如
例
。
宰
相
入
道
。
源
宰
相
。
新
三
位
。
隆
富
朝
臣
。

　

　

　

　

特
経
朝
臣
。
重
賢
朝
臣
。
伊
成
。
松
壽
丸
。
永
親
。
政
仲
候
。
蓮
飯
如
例
。

　

　お
　

と
い
う
文
言
が
そ
れ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
同
記
の
永
享
九

(
一
四

二
七
)
年
七
月

十
五
日
の
条
に
み
え
る

「孟
蘭
盆
之
儀
如
例
。
蓮
供
御
祝
着
」
云
々
と
い
う
記
載

　
　

　
　ヨ

の
末
尾
に

「今
御
所
蓮
供
御
進
之
。
御
喝
食
同
進
之
」
と
い
う
文
言
が
あ
り
、
こ

れ
ら
の
記
載
を
併
せ
て
想
定
す
る
と
、
「
蓮
供
御
」
は
人
々
が
飲
食
す
る
も
の
で

あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

い
い
か
え
る
と
、
十
四
世
紀
の

「蓮
葉
飯
」
は
、
十
五
世
紀
に
至
る
と

「蓮
供

御
」
「蓮
飯
」
の
喝
食

へ
と
変
移
し
て
い
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
、
こ
の
習
俗
は
、
施
餓
鬼

(聴
聞
)
と
と
も
に
十
六
世
紀
に
至
っ
て
も
公
家

・

武
家
に
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
も
次
の
史
料
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な

わ
ち
、
『宣
胤
卿
記
』

の
永
正
元

(
一
五
〇
四
)
年
七
月
十

一
日
の
条

(史
料
C
)

と
七
月
十
五
日
の
条

(史
料

(σ
))
に
、

(C
)
洛
孟
蘭
盆
、
今
臣
参
暦
墓
、
鵤
輔
子
廿
侍
外
祖
番
備
塾
価
ハ、
郵
摘

祥
瓜
茄

等
種
々
菓
子
、
盛
荷
葉
、
請
僧
、
眞
如
堂
、
讃
経
布
施
如
例
、
(下
略
)
、

　

　

　

　

　

　

　

　

(σ
)
曉
盆
供
如
例
、
此
霊
供
送
備
廟
前

請
僧
布
施
、
参
詣
眞
如
堂
、

一
夏
中
至

今
臣
面
戸
庚

胸
塑

念
佛
、
又

一
鮎

一
稻
名

一
反

一
禮
、

梅
即

阿
彌
陀

名
號
千
反
、

　

　
お
　

と
あ
り
、
墓
参
、
盆
供

(備
露
供
)
、
念
仏
読
経
が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

り
、
同
年
七
月
十
四
日
の
条
の

「燈
櫻
」
云
々
と
い
う
文
言
か
ら
燈
籠
進
供
も
窺

え
る
が
、
水
供

(向
水

・
水
事
)
と
蓮
供
御

(蓮
葉
飯
?
)
と
施
餓
鬼
の
習
俗
は

み
ら
れ
な
い
。

そ
こ
で
こ
れ
ら
の
習
俗
が
行
な
わ
れ
て
い
た
か
、
否
か
を

『實
隆
公
記
』
の
永

正
二
年
七
月
十
四
日
の
条

(史
料

(D
)
)
と
十
五
日
の
条

(史
料

(U
)
)
か
ら

窺

っ
て
み
よ
う
。

　

　

　

　
マ
ヱ

　

　

　

(D
)
先
批
月
忌
、
雲
龍
院
來
臨
如
例
、
玄
清
法
師
來
、
及
晩
水
陸
供
如
例
、

　

　

　

　

　

　

念

諦

讃

経

、

灯

呂

、

一、
令

進

上

之

、
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(U
)
曉
天
盆
供
如
例

　

　

　

　

終
日
念
訥
、
法
花
経

一
部
、
(中
略
)、
自
我
偶
構
名
念
佛
等
随
分
到
懇

祈
了
、

　

　

　

　

　

　

　

荷
供
御
祝
著
如
例
、
九
條
万
里
小
路
等
同
遣
之
、
又
山
科
、
伯
等
所
各

遣

一
荷
了
、

　

　
　
じ

　マ
マ
　

と

い
う
記
載
か
ら
、
水
供

(向
水

・
水
事

)
と
考
え
る
べ
き
の

「水
陸
供
」
(永

正
三

〔
一
五
〇
六
〕
年
七
月
十
五
日
の
条

の

「及
晩
水
向
如
例
」
と
い
う
文
言
か

ら

「水
供
」
の
間
違
で
あ
ろ
う
)
や
蓮
供
御
と
想
定
し
得
る

「荷
供
御
」
が
存
在

す
る
こ
と
を
知
る
。
し
か
し
、
施
餓
鬼
習
俗

の
記
載
は
史
料

(D
)
(∬
)
か
ら

窺
え
な
い
が
、
同

『公
記
』

の
天
文
二

(
一
五
三
三
)
年
七
月
十
五
日
の
条
に

　

　　
　

「施

餓

鬼

」

云

々
と

あ

り

、

こ

れ

ら

の
史

料

か

ら
十

六

世

紀

に

至

っ
て
も

十

五
世

紀

に
新

し

く

加

わ

っ
た
習

俗

す

な

わ

ち

施

餓

鬼

と

灯

籠

進

供

も

行

な

わ

れ

て

い
た

こ
と

が

理

解

し
得

る

の

で
あ

る
。

こ
れ

ら

の
習

俗
と

と

も

に
史

料

(σ

)

に

み
る

百

万

反
念

仏

の
称

名

が

、
孟

蘭

盆

習

俗

と

し

て
付

け
加

わ

っ
た

と

い
え

る
。

こ

の

こ
と

に

つ

い
て

は

、
春

秋

彼

岸

　
　　

と

の
か

か

わ

り

で
行

論

し
た

別

稿

に
譲

り

た

い
。

し

た

が

っ
て

、
古

代

つ
ま

り

奈

良

時

代

に
営

ま

れ

は

じ

め

た

孟

蘭

盆

習

俗

は

、

「
孟

蘭

盆

供

養

」

と

い
う

文

言

が

提

示

す

る

と

お

り

、
祖

先

を

供

養

す

べ
き

祭

祀

で
あ

り

、

こ

の
供

養

形

態

は
中

世

・
室

町

時

代

に
至

っ
て
も

継
承

さ

れ

て

い
た

こ

と

が

理
解

し

得

た

と

い
え

よ
う

(
こ
の
こ
と
は
中
世
以
降
も
受
け
継
が
れ
て
き
た
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
こ
で
は
焦
点
を
絞
っ
た
の
で
、
後
日
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
)
。

そ
し
て
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
ま
で
の
間
に
孟
蘭
盆
習
俗
に
い
く
つ
か
の

新
し
い
習
俗
が
付
加
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
併
せ
て
窺
え
、
中
世
公
家

・
武
家
の
日

記

・
記
録
な
ど
に
よ
る
か
ぎ
り
、
中
世
の
孟
蘭
盆
習
俗
に
は
、
古
代
の
習
俗
に
加

え
て
、
①
蓮
葉
飯
、
②
向
水

(水
供
)
、
③
墓
参
お
よ
び
墓
前
念
仏
読
唱
、
④
墓

地
埋
納
骨
、
⑤
灯
籠
進
供
、
そ
し
て
⑥
施
餓
鬼

(聴
聞
)
な
ど
の
習
俗
が
醸
成

さ
れ
て
き
た
こ
と
も
提
示
し
得
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
よ
う
に
中
世
公
家

・
武
家

の
孟
蘭
盆
習
俗
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
い
え
る
。

註
(1
)
、
「
山
梶
記
」
三

(
『増
補
史
料
大
成
』

28
所
収
、
以

下

『大
成
』
と
略
す
)

(2
)
、
「
平
戸
記
」

一

(
『大
成
』
32
所
収
)

(3
)
、

「北
山
堂
孟
蘭
盆
」

に

つ
い
て
は
、
「平

戸
記
」

二

(
『大
成
』

33
所
収
)

の
寛
元
三

(1
2

4
5
)
年

七
月
十
五
日

の
条

に
も
記
載

さ
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
今
日

北
山
堂
孟
蘭

盆
、
欲
入
向
之
庭
」

と

い
う
文
言
が
そ
れ
で
あ
る
。

(4
)
、
「師
守
記
」
第

一

(『
史
料
纂
集

〈
古
記
録
篇

〉』
所
収
、
以
下

『纂
集
』
と
略
す
)

(5
)
、
「師
守
記
」
第

一

(『纂
集
』
所
収
)

(6
)
、
「師
守
記
」
第

二

(『纂
集
』
所
収
)

(7
)
、
「師
守
記
」
第
三

(『纂
集
』
所
収
)

(8
)
～

(9
)
、

「師
守
記
」

第
五

(
『纂
集
』
所
収
)

(
10
)
、
「師
守
記
」
第
三

(『纂
集
』
所
収
)

(11
)
、
「師
守
記
」
第
七

(『纂
集
』
所
収
)
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「看
聞
御
記
」

(上
)
(
『続
群
書
類
従
』
補
遺

二
所
収
)

「満
濟
准
后
日
記
」

上

(
『続
群
書
類
従
』
補
遺

一
所
収
)

「看
聞
御
記
」

(下
)
(
『続
群
書
類
従
』
補
遺

二
所
収
)

「満
濟
准
后
日
記
」

(
下
)

(
『続
群
書
類
従
』
補
遺

一
所
収
)

同

『日
記
』

の
同
年

月
十

三
日
の
条
か
ら
も
孟
蘭
盆
習
俗

が
窺
え
る
。
す
な
わ
ち
、

孟
蘭
盆
経
自

書
窮
供
養
如
年

々
。
山
上
山

下
鎭
守
諸
守
諸
堂

盆
供

丑
日菩

提
寺
自

恣
僧
供
養
用

三
百
疋
以
下
。

(下
略
)
。

と
あ
り
、
孟
蘭
盆
経

の
書
写
が
行
な
わ
れ

て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

こ
の
後

文

に

「
為
曾
禰
庄
役
」
云

々
と
あ
り
、
盆
供
用
途
が
曽
禰
荘
に
課
せ
ら
れ
て
い
た

こ

と
が
窺
え

る
。

五
来
重

「
盆
と
魂
祭
」

(
『続
仏
教
と
民
俗
』
所
収
)

奥
野
義
雄

「
中
世
公
家
の
孟
蘭
盆
習
俗
を
め
ぐ

っ
て

(そ

の

一
)
1
燈
籠
進
供

の
習

俗
を

中
心
と
し

て
ー
」

(『
奈
良

県
立
民
俗
博
物
館
研
究
紀
要
』
第

11
号
所
収
)

「
向
水
」
「水
供
」
と

い
う
文
言

で
は
な
く
て

「水
向
」
と

い
う
用
語
が

『實
隆
公
記
』

に
み
え

る
。
た
と
え
ば
、
文
明
九

(
一
四
七
七
)
年
七
月
十
四
日
の
条

に

「水
向
等

儀
如
例
年
」
と
あ
り

(同
記
、
巻

一
上
)
、
永
正

三

(
一
五
〇
六
)
年
七
月
十
五
日

の
条

に

「盆
供
念
諦
、
終
日
看

経
、
念
佛
、
及
晩
水
向
如
例
」
と
あ
り

(同
記
、
巻

四
下
)
、
「水
供
」
な
ど
と
同
じ
用
語

で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
祖
先
祭
祀
の
研
究
』
所
収

「
満
濟
准
后

日
記
」

(
下
)

(
『続
群
書
類
従
』
補
遺

一
所
収
)

「
看
聞
御
記
」

(上
)

(
『続
群
書
類
従
』
補
遺

二
所
収
)

(22
)
～

(
24
)
、
「
看
聞
御
記
」

(下
)

(『
続
群
書
類
従
』
補
遺

二
所
収
)

(25
)
、

「宣
胤
卿
記
」

二

・
補
遺

(
『大
成
』
45
所
収

)

(26
)
、

『實
隆
公
記
』
巻

四
下
所
収

す
で
に
、
註

(
18
)

に
記
載
し
た
と
お
り
、

「水
供
」
と
あ
る

(永
正
三
年
七
月
十

五
日
の
条
)
。

(27
)
、

『實
隆
公
記
』
巻

八
所
収

(28
)
、
奥
野
義
雄

「
中
世
の
百
萬
遍
念
仏

に
つ
い
て
ー

百
萬
遍
念
仏

の
画
期
と
民
衆
化
を
中

心
に
ー
」

(『
奈
良
県
立
民
俗
博
物
館
研
究
紀
要
』
第

10
号
所
収
)

第
三
章

祖
先
祭
祀
と
し
て
の
正
月
の
魂
祭
の
存
否

中
世
公
家

・
武
家
の
孟
蘭
盆
習
俗
に
は
、
古
代
以
来
継
承
し
て
き
た
習
俗
と
新

し
く
付
加
さ
れ
た
習
俗
が
融
合
し
て
室
町
時
代
後
半
に
は
い
く
つ
か
の
習
俗
が
後

世
に
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

い
い
か
え
る
な
ら
、
古
代
の
孟
蘭
盆
習
俗
を
垣
間
見
な
が
ら
、
中
世
公
家

・
武

家
の
孟
蘭
盆
習
俗
を
検
討
し
て
き
た
が
、
中
世
に
お
い
て
も
時
期
が
下
る
に
つ
れ

て
、
現
代
社
会
で
営
ま
れ
て
い
る
孟
蘭
盆
習
俗
が
中
世
の
後
半
に
見
ら
れ
る
習
俗

が
原
型
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
提
示
し
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。

中
世
公
家

・
武
家
の
孟
蘭
盆
習
俗
と
現
代
を
結
び

つ
け
る
前
段
階
に
近
世
の
武

家
お
よ
び
民
衆
の
孟
蘭
盆
習
俗
が
ど
の
よ
う
な
習
俗
形
態
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う

問
題
が
生
起
し
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
機
会
が
あ
れ
ば
考
え
て
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い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
小
稿
で
検
討
し
て
き
た

〈
孟
蘭

盆
習
俗

〉
と
併
せ
て
、
民
俗
学
で
は

〈
正
月

〉
を
対
置
し
て
、
祖
先
祭
祀
を
考
え
て
き
た
が
、
こ
の
点
も
考
慮
し
て
中

世
公
家

・
武
家
の
日
記

・
記
録
に
み
る
十

二
月
か
ら
正
月
に
か
け
て
の
記
載
を
繕

い
た
が
、
〈
正
月
〉
と

〈
孟
蘭
盆

〉
と
を
結
び

つ
け
る
所
謂

「先
祖
ま

つ
り
」
の

明
記
が
ほ
と
ん
ど
見
出
し
得
な
い
の
で
あ
る
。

柳
田
国
男
翁
は

「盆
と
正
月
の
類
似
」

に
お
い
て
、
次
の

一
文
を
記
載
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、

誰
に
も
氣
が
付
か
ず
に
居
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
盆
棚
盆
迎
へ
に
關
す
る
藪
々
の

行
事
と

の
封
照
で
あ

っ
て
、
今
で
こ
そ

一
方
は
佛
事
、
こ
ち
ら
は
清
浄
第

一

の
め
で
た
い
儀
式

で
あ
る
が
、
(中
略
)
、
以
前
は
正
月
も
や
は
り
盆
と
丸
半

年
を
隔
て
た
。
春

の
初
め
の
月
満
月

の
宵
で
あ

っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ

の
類
似
に
は

一
定
の
計
書
が
あ

っ
た
こ
と
を
推
測
せ
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
。

　

　ユ
　

と
い
う
記
述
と
併
せ
て
こ
の

一
文
の
前
段

に
正
月
行
事
を
挙
げ
て
、
類
似
性
を
提

起
さ
れ
、
こ
れ
以
後
民
俗
学
の
分
野
で
調
査

・
研
究
が
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

〈
正
月
〉
に
お
け
る
祖
先
迎
え

つ
ま
り
祖
先
祭
祀
の
習
俗
が
、
古
代

(平
安
時
代
)

か
ら
中
世
に
至
る
貴
族
や
公
家

・
武
家
の
日
記

・
記
録
か
ら
検
出
し
得
な
い
と

い

っ
て
、
柳
田
翁
以
来
の

〈
正
月
〉
と

〈
孟
蘭
盆
〉
と
の
習
俗
の
類
似
性
を
否
定
し

ょ
う
と
は
考
え
て
い
な
い
。
ま
た
、
現
段
階
で
は
肯
定
し
て
い
こ
う
と
も
考
え
て

い
な
い
が
、
数
多
く
の
中
世
公
家

・
武
家

の
日
記

・
記
録
に

〈
正
月
〉
を
祖
先
迎

え
す
る
習
俗
の
片
隣
が
存
在
し
て
も

い
い
の
で
は
な
い
か
と
想
定
し
て
い
る
。

し
た
が

っ
て
、
古
代

(平
安
時
代
)

・
中
世
で
な
け
れ
ば
、
い
つ
頃
、
こ
の
よ

う
な
習
俗
が
醸
成
し
た
の
か
、
ま
た
貴
族

・
公
家

・
武
家
な
ど
の
日
記

・
記
録
に

な
け
れ
ば
、
古
代
の
文
学
作
品
に
そ
の
片
隣
が
窺
え
な

い
だ
ろ
う
か
、
と

い
う
問

題
を
提
示
し
得
る
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
古
代

(奈
良

・
平
安
時
代
)
の
孟
蘭
盆
習
俗
を
垣
間
見
て
き
た
が
、

こ
の
段
階
に
お
け
る
習
俗
は
古
代
国
家
の
統
括
下
で
営
ま
れ
、
貴
族
層
が
参
入
し

て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『日
本
書
紀
』
や

『績
日
本
紀
』
や
ほ
か
の
文
献
史

料
か
ら
も
古
代
国
家
の
祖
先
の
正
月
迎
え
習
俗
は
み
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
古
典

文
学
の
作
品
を
繕

い
て
み
る
こ
と
に
し
ょ
う
。

す
な
わ
ち
、
古
代
の
文
学
作
品
で
あ
る

『日
本
霊
異
記
』
の

「濁
腰
の
目
の
穴

の
箏
を
掲
キ
脱
チ
テ
、
祈
ひ
て
霊
し
き
表
を
示
す
縁
」
(第
二
十
七
)
に
み
え
る

次
の
記
載
は
、
明
ら
か
に
正
月

(事
実
は

「十
二
月
」
)
に
祖
先
迎
え
を
行

っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
若
干
長
文
に
亘
る
が
、

白
壁
の
天
皇
の
み
世
、
寳
亀
九
年
戊
午
の
冬
十
二
月
下
旬
に
、
備
後
の
國
葦
田

ほ
む
ち
の
ま
き
び
と

の
郡
大
山
の
里
の
人
、
品
知
牧
人
、
正
月
の
物
を
買
は
む
か
為
に
、
同
じ
國
の

深
津

の
郡
深
津

の
市
に
向
か
ひ
て
往
く
。

(中
略
)。
時
に
彼
の
燭
膜
、
〔
乃
〕

ち
き
け
る
形
を
現
は
し
て
、
語
り
て
言
は
く
、
「吾
は
葦
田
の
郡
屋
穴
國
の
郷

　

　

　

の
穴
君
の
弟
公
な
り
。
賎
伯
父
秋
丸
に
殺
さ
る
る
も

の
。
(中
略
)。
今
月
の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

そ

晦
ノ
タ
、
吾
が
家
に
榛
れ
。
彼
の
宵
に
非
ず
は
、
思
に
報

い
る
に
由
無
し
」

と

い
ふ
。
牧
人
聞
き
て
、
増
怪
し
び
て
他
人
に
告
げ
不
。
晦
の
暮
を
期
り
て
、

　

　

　

彼

の
家

に
至

。

霊

、

牧

人

の
手

を

操
り

て
、

屋

の
内

に
控

き

入

れ

、

具

せ

る
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よ
き
く
ら
い
の
も
の
エ
ツ
　

　

あ
へ

　

　

　

　

　

　

つ
つ

饅
を
譲
り
て
、
饗
し
て
共
に
食
ひ
、
残

れ
る
は
皆
裏
み
、
祥
せ
て
財
物
を
授
く
。

や
や

そ

た
ち
ま
ち

良
久
に
あ
り
て
彼
の
霊
悠
忽
に
現
は
れ
不
。

　

　
　
　

と
あ
り
、
こ
こ
に
御
魂
が
大
晦
日
に
我
が
家
に
戻
る
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
戻

っ
た
御
魂
は
、
自
分
の
た
め
に
供
え
ら
れ
た
食
物
を
授
け
ら
れ
て
消
え
う
せ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
御
魂
が
語

っ
た

「今
日
の
晦
ノ
タ
、
吾
が
家
に
榛
れ
。

彼
の
宵
に
非
ず
は
、
思
に
報
い
る
に
由
無

し
」
と

い
う
文
言
は
、
十
二
月
大
晦
日

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

た
だ
、
古
代
に
お

い
て
は
、
管
見
の
文
献
と
し
て
は
、
『
日
本
霊
異
記
』
に
語

ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
御
魂
が
我
が
家
へ
戻
り
、
我
が
家
で
も
御
魂
に
対
し

て
供
物
が
捧
げ
ら
れ
て
い
た
状
況
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
同

『霊
異
記
』
の
物
語
が
巷
間

の
も
の
を
集
め
て
作
ら
れ
た
と

い
う
こ

と
を
考
え
る
と
、
奈
良
時
代
に
お
い
て
十
二
月
に
御
魂
祭
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ

と
を
知
り
得
た
と

い
え
る
と
と
も
に
、
古
代
国
家
に
よ
る
祖
先
祭
祀
と
は
別
途
に
、

土
俗
的
習
俗
と
し
て
存
在
し
て
い
た
祖
先
祭
祀
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
な
く
は
な

い
。い

い
か
え
る
と
、
『延
喜
式
』
に
み
え
る

「凡
東
宮
鎭
魂
日
。
所
司
装
東
宮
内

省
同
御
。
戌
刻
主
膳
官
人
二
人
佑
巳
上
天
。
令
史
一人
.率
膳
部
八
人

(中
略
)。
左
右

兵
衛
各
四
人
陣
列
前
後
。
向
祭
庭
入
自
南
門
。
到
堂
南
東
階
前
而
留
立
」
云
々
と

　

　ヨ
　

い
う
記
載
の
東
宮

の
鎭
御
魂

(齋
戸
)
祭

、

「鎭
御
魂
齋
戸
祭
」
な
ど
が
存
在
す

　

　　
　

る
な
ら
ば
、
国
家
祭
祀
と

『日
本
霊
異
記
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
十
二
月
の
御
魂

迎
え
と
は
、
ま

っ
た
く
個
別
の
祖
先
祭
祀
で
は
な
く
し
て
関
連
性
の
あ
る
祭
祀
と

考
え
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

こ
の
よ
う
に
古
代
に
お
け
る
御
魂
を
迎
え
て
祀
る
習
俗
が
あ
る
と
考
え
る
な
ら

ば
、
正
月
と
い
う
よ
り
も
十
二
月
に
そ
の
御
魂
が
祀
ら
れ
た
と
想
定
す
べ
き
で
あ

り
、
国
家
祭
祀
と
し
て
の
十
二
月
祭
の

〈
鎭
御
魂
祭
〉
も
何
ら
か
の
か
か
わ
り
が

あ

っ
た
と
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
は
速
断
し
が
た

い
と
こ
ろ
で

あ
る
。

そ
し
て
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
十
二
月
大
晦
日
の
御
魂
を
祀
る
習
俗
は
、
時
代

が
ず

っ
と
下
る
が
、
鎌
倉
時
代
末
に
も
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『徒

然
草
』
の
大
晦
日
の
こ
と
を
記
載
し
た
次
の

一
文
が
そ
れ
で
あ
る
。

な
き
人
の
く
る
夜
と
て
、
霊
祭
る
わ
ざ
は
、
こ
の
こ
ろ
都
に
は
な
き
を
、
あ
づ

ま
の
か
た
に
は
猶
す
る
こ
と
に
有
し
こ
そ
、
あ
は
れ
な
り
し
か
。

　

　
ら
　

と
い
う
記
載
が
そ
れ
で
あ
り
、
十
二
月
大
晦
日
の
夜
に
御
魂
が
祀
ら
れ
た
こ
と
が

窺
え
る
。

こ
の

『徒
然
草
』
に
み
る

「魂
祭
」
の
記
載
に
つ
い
て
、
「大
晦
日
の
夜
か
ら

元
旦
に
か
け
て
」
行
な
わ
れ
る
も
の
と
五
来
重
氏
は
、
「盆
と
魂
」
で
行
論
さ
れ

　

　　
　

て
い
る
が
、

『
日
本
霊
異
記
』
の
さ
き
の
記
載
と
併
せ
て
考
え
る
と
、
十
二
月
大

晦
日
を
限

っ
て
御
魂
を
迎
え
祀
っ
た
と
理
解
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

奈
良
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
末
ま
で
の
間
に
十
二
月
大
晦
日
に
御
魂
を
祀
る
習
俗

が
窺
え
な
い
が
、
事
実
と
し
て

「魂
祭
」
が
十
二
月
大
晦
日
に
巷
で
行
な
わ
れ
て

い
た
こ
と
は
理
解
し
得
た
と
い
え
よ
う
。

ゆ
え
に
、
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
我
が
国
の
古
代
以
来

(あ
る
い
は
そ
れ
以

一57一



前

か

ら

)

の

土
俗

的

習

俗

と

し

て
十

二

月

大

晦

日

の

「
魂

祭

」

(所

謂

民
俗

学

で

い
う

「
正

月

の
魂

祭
」
)

が

祖

先

祭

祀

と

し

て
存

在

し

て

い
た

の

で

は
な

か

ろ

う

か

。こ

の

課

題

は

、

今

後

古

代

・
中

世

の
文

献

史

料

や
古

典

文

学

作

品

な

ど

を

繕

読

・
検

討

し

て

い
く

こ
と

に

よ

っ
て
解

決

し

得

る

の

で
は

な

い
か

と

想

定

し

て

い

る

。註
(1
)
、
柳

田
国
男

「先
祖

の
話
」

(
『柳
田
国
男
全
集
』
第
十
巻
所
収

)

(2
)
、
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』

76
所
収

(3
)
、

「延
喜

式
」
中
篇

に
中
宮
職

の
鎭
魂
祭

の
記
載
が

み
え

る
。
す
な
わ

ち
、
「
凡
鎭
魂

祭

日
。
亮
及
進
囑

史
生
各

一
人
。
舎

人
二
人
向
宮
内

省
。

(中
略

)。

至
宣
陽
門
北

候

之
。
乗

輿
御
服
案
、
自
内
裏
出
。
相
共
陣
列
向
宮
内
省
。
入
自
南
門
。
於
磨
座
。

御
座
等
受
御
服
案
常
。
祭
以
次
和
舞

(割
注
略
)」
と

い
う
記
載

が
そ
れ

で
あ
る
。

(
4
)、

「延
喜
式
」
前
篇

(
舗

『
国
史
大
系

』
〈
普

及
版

〉
所
収
)

(
5
)、

『徒
然
草
』
〈
岩
波
文
庫
本

〉

(
6
)
、

五
来
重

『
続
仏
教
と
民
俗
』
所
収

結
び
に
か
え
て

小
稿
で
は
、
中
世
に
お
け
る
全
般
に
わ
た
る
孟
蘭
盆
習
俗
に
つ
い
て
公
家

・
武

家
の
日
記

・
記
録
か
ら
窺

っ
て
究
明
し
て
き
た
が
、

い
く

つ
か
の
新
し
い
習
俗
が

時
期
的
に
付
け
加
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
窺
え
た
と
い
え
よ
う
。

新
し
く
付
加
さ
れ
た
習
俗
に
は
、
現
今
の
民
俗
調
査
の
報
文
が
明
示
す
る
習
俗
、

つ
ま
り
墓
参
、
盆
供
お
よ
び
燈
籠
進
供
、
写
経
、
そ
し
て
施
餓
鬼

(聴
聞
)
な
ど

が
あ

っ
た
こ
と
を
提
示
し
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
習
俗
は
、

中
世
公
家

・
武
家
の
社
会
で
そ
の
時
期
々
々
に
新
し
い
習
俗
と
し
て
付
加
さ
れ
て

き
た
こ
と
も
窺
え
た
と
い
え
る
。

こ
の
提
示
と
と
も
に
、
中
世
公
家

・
武
家
の
孟
蘭
盆
を
検
討
す
る
に
際
し
て
孟

蘭
盆
と
正
月
に
み
る
祖
先
祭
祀
に
つ
い
て
も
考
慮
し
て
い
た
が
、
公
家

・
武
家
の

日
記

・
記
録
か
ら
は
窺
え
な
か
っ
た
。
だ
が
、
古
代

・
中
世
の
文
学
作
品
か
ら
正

月

(事
実
は
十
二
月
大
晦
日
)
に

「魂
祭
」
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

「魂
祭
」
の
提
示
し
得
た
時
期
が
奈
良
時
代
と
鎌
倉

時
代
末
で
あ
る
た
め
、
奈
良
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
を
経
て
室
町
時
代
に
至
る
ま
で

の
足
ど
り
を
た
ど

っ
て
、
正
月
の

「魂
祭
」
を
提
起
し
得
な
か

っ
た
。

　

こ

の
課

題

に

つ

い
て
は

、

前

章

で
も

触

れ

た
と

お

り

、

古
代

か
ら

中

世

に
至

る

文

学

作

品

つ
ま

り

古

典

文

学

や
貴

族

・
公

家

・
武

家

の
日

記
を

再

び

繕

い

て
、

後

日
検

討

し

て

い
く

こ
と

に
し

た

い
と

考
え

て

い
る
。

(
↓九
九
〇
年
三
月
一
五
日
了
)

※
孟
蘭
盆
以
前

の
祖
先
祭

祖
習
俗
11
御
魂
祭

に
つ
い
て
は
、
本
稿
後

に
論
稿
を
ま
と
め
た
が
、

公

に
す
る
時
期
が
前
後
し
た
結
果

で
あ
る
こ
と
を
ご
了
承

い
た
だ
き
た

い

(「
孟
蘭
盆
以
前

の
祖
先
祭
祝
習
俗
に
つ
い
て
」
奈
良
県
立
民
俗
博
物
館
研
究
紀
要
第

13
号
所
収
)。
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